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研究成果の概要（和文）：社会的養護などの課題を抱える子どもと家庭への支援について、デンマークと日本で
主にインタビュー調査を行い、専門職と地域社会がそれぞれ果たす役割を明らかにしてきた。インタビュー調査
の対象は、デンマークでファミリー・グループ・カンファレンスを実践している支援者と、日本の子どもの居場
所や自立支援の取り組みに携わる支援者である。研究成果は日本子ども虐待防止学会・日本地域福祉学会などで
発表を行うとともに、編著、雑誌論文の形で発表を行った。

研究成果の概要（英文）：The study aimed to examine the support for children and families with issues
 such as social care, and the roles played by professionals and local communities in Denmark and 
Japan. I conducted interview research both in Japan and Denmark.
The research results were presented at academic conferences of the Japanese society for Prevention 
of Child Abuse and Neglect etc., as well as in the form of editorial and journal articles.

研究分野： 社会福祉学

キーワード： 社会的養護　デンマーク　地域福祉　親支援　ファミリーグループカンファレンス

  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、子ども家庭福祉においては専門職主導で子どもの処遇を決定していた従来のソーシャルワークの考え
方が転換しつつあるという背景のもと、子どもの権利を軸にして、専門職権限から家族との協働へいかにシフト
するかを提示するものである。デンマークと日本の社会的養護など課題を抱える子どもと家庭への支援におい
て、新たな親支援の仕組みがどのように実践されているか、その中で専門職と地域社会におけるボランタリーな
支援はそれぞれどのように位置づけられているか、インタビュー調査から分析を行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
  
日本では現在子どもの貧困等の問題への注目が高まり、社会的養護や子育て支援の仕組

みも大きく見直しを求められている。社会的養護下に置かれた子どもの生活の長期的な安

定を考慮し、家庭復帰を目指す「家族再統合」が原則であるとされ、家庭での養護を重視し

た予防的なシステムの構築が求められているが(Helfer eds. 1997:1005)、児童相談所では児童

虐待の緊急対応に追われ、家庭への支援が後回しになってしまう現状がある。 

児童養護および子育て支援の現場においては、従来の専門職権限が強固なソーシャルワ

ークではなく、家族とのパートナーシップに基づく実践がますます重要とされる(Connolly 

1999=2005)。親支援の目的の中核にあるのは子どものニーズの充足である。野澤（1996）は、

「親と子がそれぞれにもつ関係性への支援を中核に含む」(野澤 1996:342)ものが子育て支援

であるとして、親への養育支援は当然子どもに不可欠なニーズであることを指摘している。

社会的養護であれ子育て支援であれ、原則として親と子どもの両方に援助者が関わること

が想定される。これは、親子が分離されている場合でも変わらず、この点において本研究で

は「社会的養護」の概念を従来より広いものと捉えることを狙いとしている。 

また、家族への支援は同時に、家族と地域社会との関わりを促すことでもある。専門職の

果たす役割と、地域社会においてボランタリーな組織やつながりが果たす役割は、それぞれ

社会とともに変化していると考えられる。 

 
２．研究の目的 
上述のように、子ども家庭福祉においては専門職主導で子どもの処遇を決定していた従

来のソーシャルワークの考え方が転換しつつあるという背景がある。そこで本研究では、子

どもの権利を軸にして、専門職権限から家族との協働へシフトしているデンマークのシス

テムの例を取り上げる。デンマークでは、専門職の決定を最重要視してきた時代を経て、現

在では当事者である子どもやその家族が意思決定過程に参加する実践など、ソーシャルワ

ークの方向が大きく転換している。 

本研究では、デンマークと日本の社会的養護など課題を抱える子どもと家庭への支援に

おいて、新たな親支援の仕組みがどのように実践されているか、その中で専門職と地域社会

におけるボランタリーな支援はそれぞれどのように位置づけられているかを分析すること

を目的としている。本研究の目的は、具体的には以下の２点である。 

（１）家族や子ども本人を意思決定過程に関与させる取り組みに焦点をあてる。特に、子ど

も保護の局面や家族再統合の決定において、拡大家族を意思決定過程に参画させるファミ

リー・グループ・カンファレンス(以下 FGC と表記)がデンマークで拡がっていることを踏

まえ、新たな家族支援の枠組みにおいて専門職はどのように位置づけられ、子ども本人と親

がいかに意思決定過程に関与するかを明らかにする。 

（２）「地域の中の家族の中の子どもを支援する」という視点から、子ども家庭福祉の実践

において地域社会のさまざまなアクター（拡大家族、学校、保育所、近所の友人など）が果

たす役割を検証する。 

 

３．研究の方法 

（１）デンマーク国内と北欧諸国でも実践が拡がる FGC とは、子ども保護の局面や家族再

統合の決定において、拡大家族を意思決定過程に参画させる仕組みで(Connolly 1999=2005)、

子ども虐待という家族とワーカーが対立しがちな領域において、問題解決や決定権を当事



者に委ね、家族による養育、家族再統合を目指して当事者である家族を参画させることが明

確に目標とされている。 

本研究では、2017 年度に 6 カ月間デンマーク（ロスキレ大学）に滞在し、FGC 実践に携

わるソーシャルワーカー、デンマークの FGC 実践のパイロット・プロジェクトを始めた研

究者などからのヒアリングを行った。また、Horsens 市、Esbjerg 市などで現在コーディネー

ターとして支援に携わる実践者に対してインタビュー調査を行った。 

（２）滋賀県内の子ども食堂や社会的養護の子どもの自立支援の実践について、滋賀県社会

福祉協議会からデータの提供を受け、子どもの居場所として地域社会が果たす役割につい

て考察した。特に、社会的養護の子どもを支える「仕事体験」の事業について、事業に携わ

る施設職員、受け入れ企業、社会福祉協議会のコーディネーターを対象にインタビュー調査

を行った。 

 

４．研究成果 

（１）デンマークにおける家族への支援の新たな枠組み 

デンマークの FGC 実践において家族の支援に主に関わるのは、ソーシャルワーカーから

依頼を受ける「コーディネーター（samordner）」である。本研究では 9 名のコーディネータ

ーを対象にインタビュー調査を行い、コーディネーターの役割や専門性等を考察した。 

 この研究成果については、「デンマークの社会的養護における「家族」の位置づけ」（2017

年日本子ども虐待防止学会）、「デンマークのファミリー・グループ・カンファレンス実践よ

り―家族とネットワークのエンパワメントとは」（2018 年日本子ども虐待防止学会）などで

の口頭発表を行ったほか、デンマークの社会的養護の仕組みについて『世界の社会福祉』に

執筆した。 

（２）地域社会が果たす役割 

 滋賀県における子ども食堂調査や、社会的養護の子どもたちの自立支援の取り組みにつ

いて、論文「地域社会とともに支える社会的養護の子どもの自立」が『地域福祉研究』に、

「地域への架け橋―滋賀県における社会的養護の子どもの支援」が『滋賀社会福祉研究』に

掲載された。滋賀県の子どもの居場所づくりに関しては編著『地域子どもの架け橋づくり 

滋賀発子どもの笑顔はぐくみプロジェクトがつなぐ地域のえにし』が出版された。 
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